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で行なわれた調査1) をもとに, 家族構成員の移動に焦点を当て, 家族がど
のように変化したか, または変化しなかったのかを明らかにしたい｡ なお,
筆者が拙論 [小池 2012, 2013] で取り上げたグローバルな女性移住労働










で, 二期作, 三期作が可能な肥沃な水田地帯が広がり, 零細な農家が数多
く存在する2)｡ しかし, 調査地であるプルウォサリ村はオパック川の東に






98年の村の統計 (Data Monografi Tahun : 1998) によると, 人口は4111人,
世帯数は891戸である｡ この村はバントゥル県のなかでは開発が遅れ貧し
い地域であり, 政府から「貧困村｣ (Inpres Desa Tertinggal) に指定され,
特別な資金援助を受けている｡
プルウォサリ村は行政上, ８地区 (dusun) に分かれ, そのなかで３地
区 (Ｇ地区・Ｐ地区・Ｍ地区) を選んで世帯調査などインテンシブな聞き





金生活者) を含み多様であり, 同時に経済的にも豊かである｡ この地区だ
けを見ていると, この村が「貧困村」に指定されていることが不思議に思
える｡ しかし, 丘陵地域に入りＭ地区を訪れると, この村の貧困度が納得
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させられる｡ Ｇ地区とは対照的に, 地床式の簡素な家屋が目立ち, 住民の
経済水準も三つの地区の中でもっとも貧しい｡ 耕地を所有している住民は
少なく, 家具作りなど賃労働者として働き, 生活費を稼いでいる｡ Ｐ地区
は社会経済的に見て上記２地域の中間に位置し, 農民, 農業労働者と公務
員 (教員) の他に, 家内手工業 (パンケーキ作り) を営んでいる世帯もあ
る｡ この村の住民は統計上イスラム教徒が100％であるが, とくにこの地
域は敬虔なイスラム教徒が多く住んでいて, ナフダトゥル・ウラマ










この村の教育水準についてみると5), 60歳以上の住民 (とくに女性) で
小学校に通った経験のない住民が目立つのに対して, 若い世代で学歴の向
上が顕著である｡ 上記の３地区の308人 (20歳以上, この村で生まれ, 現
在は村外に住む者も含む) を対象とした調査によると, 20歳から39歳まで
の年齢層 (184人) では, 中学校卒以上が54.9％ (101人) と半数を越え,
さらに高校卒以上も42.4％ (78人, このなかで短大・大学卒は９人) と半
数に近づいている｡ この村には中学校も高校もなく, 生徒のほとんどは自
転車に乗って毎朝学校に通っている｡ この年齢層は1970年代以降のスハル























いる｡ イスラム法上, 一夫多妻婚はもちろん許容されているが, 調査地で
は現在複数の妻をもつ男性はいない｡ ヒルドレッド・ギアツによるジャワ
農村の調査 (1953～54年) では75％が ｢単純核家族｣ (simple nuclear fami-
lies) となっていて [Geertz 1989 : 32], 調査地とほぼ同じような家族構成
が認められる｡ 核家族に別の直系親族が加わっている直系家族型世帯には
二つのパターンがある｡ 世帯主夫婦に老親 (８例中, 寡婦が７例) が加わっ
ているケース (9.8％) と, 世帯主夫婦の子どもが結婚後の一定期間, 親










内 世帯主夫婦 (＋子) 61 (75.3)
単親＋子 3 (3.7)
直系家族型世帯 14 (17.3)
内 単親＋世帯主 (息子) 夫婦 (＋子) 7 (8.6)
単親＋世帯主 (娘) 夫婦 (＋子) 1 (1.2)
世帯主夫婦 (＋子)＋息子夫婦 (＋子) 3 (3.7)




を検討してみると, 親と息子夫婦という父系的な系譜関係 (10例) が, 娘
夫婦を含む母系的関係 (２例) よりもはるかに多い｡ ジャワ社会ではよく
知られているように父系出自のイデオロギーは存在しないが, この村では
父系的な偏りが結婚後の居住パターンについて指摘できる｡ 調査地の78組
の夫婦についていえば, 夫方居住婚 (夫の家族と同居するだけでなく, 妻






屋敷地が第２世代の三人の息子 (Ａ, Ｂ, Ｃ) によって分割して相続され
た｡ つづいて第３世代では長男 (A) の屋敷地は２人の息子 (A1, A2)
によって分割されることとなった｡ 長男 (A1) が最初に屋敷地の一部を
相続して家屋を建てた｡ のちに次男 (A2) が父親の家屋を相続している｡














る｡ また, 婚入男性10人中, ３人が村内出身者である｡ 両者を合わせれば,
45組 (69.2％) が村内婚という高い割合になる｡ 調査対象の３地域のなか
















地区内 村内 村内婚小計 郡内 県内 県外 村外婚小計 合計
婚入女性 2039歳 11 8 19 5 3 2 10 29
40歳以上 6 17 23 2 1 0 3 26
婚入女性 小計 17 25 42 7 4 2 13 55
婚入男性 2039歳 0 1 1 1 2 1 4 5
40歳以上 0 2 2 1 1 1 3 5
婚入男性 小計 0 3 3 2 3 2 7 10
合計 17 28 45 9 7 4 20 65
ば, この村の住民は結婚を機に村に入ってくる人を除けば, ほとんどの住
民がこの村で生まれ, 育ち, 家族をつくり, そして死んでいく｡ 村の中で











最初に, 村外に出ていった子どもの割合を調べると, 40.4％ (228人中,
92人) という比較的に高い割合であることが分かる (表３参照)｡ 男女を
比較すると, 未婚について違いはないが, 既婚の男女については明白な違
いが認められる｡ 既婚男性については転出者の割合が39.7％であるのに対
して, 女性では51.7％なのである｡ これはすでに述べたように, 女性のほ
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男性 39 (61.9) 1 40 (63.5) 5 10 6 2 23 (36.5) 63 (100)
女性 32 (66.7) 0 32 (68.1) 4 6 3 2 15 (31.9) 47 (100)
計 71 (64.5) 1 72 (65.5) 9 16 9 4 38 (34.5) 110 (100)
既婚
男性 9 (15.5) 26 35 (60.3) 7 8 7 1 23 (39.7) 58 (100)
女性 3 (5.0) 26 29 (48.3) 14 11 6 0 31 (51.7) 60 (100)
計 12 (10.2) 52 64 (54.2) 21 19 13 1 54 (45.8) 118 (100)
合計
男性 48 (39.7) 27 75 (62.0) 12 18 13 3 46 (38.0) 121 (100)
女性 35 (32.7) 26 61 (57.0) 18 17 9 2 46 (43.0) 107 (100)






[White 1977 : 355357] によると, 50歳以上の女性が生んだ子ども (年齢




ジャカルタに近い近郊型農村 (バンドゥン村) では, 21％ (288人中, 61
人), ジョクジャカルタから離れた農村 (ピリン村) では, 46％ (239人中,
110人) になる8)｡ バンドゥン村の調査結果を除くと, 村外に流出した村民
の割合は調査地であるプルウォサリ村の場合と似かよっている｡
プルウォサリ村を離れた村民, 計92人の現在地を調べていくと, ジョク
ジャカルタ特別区に留まる者 (30人) よりも, 離れる者 (62人) が圧倒的
に多いことが分かる｡ ジョクジャカルタ内に住むものは, 未婚者であれば
プサントレン (Pesantren, イスラム寄宿塾) で生活する若者が目立つし,
既婚者については結婚にともなって夫方に居住している女性が多数を占め
ている｡ ジョクジャカルタの外では, 首都ジャカルタが主要な居住地となっ
ている (計14人)｡ ジャカルタ以外では, 中部ジャワ州の州都スマランの
ような都市部に移住した者が多い｡ また西ジャワ州と東ジャワ州の都市部
に住んでいるものもいる｡ さらにジャワ島を離れ, いわゆる外島に生活す
る者が計22人 (男性13人, 女性９人) いる｡ その多くは, 政府のトランス













役割を果たしているといえる｡ これは移住の研究で連鎖移住 (chain mi-
gration) として, しばしば指摘されることである10)｡ その典型的な例が,





して働き, その後, 兄を頼って次男, 三男, 四男, 長女 (第五子), 五男













ことができる｡ 12人の子どものなかで, 現在就学中の２人と, 中学校卒の
２人の娘を除いて, 他の８人の子どもはすべて高校を卒業している｡ 40歳
の長女は, この村出身で教育文化省に勤めている夫とともに西ジャワ州ボ
ゴール (ジャカルタ近郊) に住んでいる｡ 次女は姉を頼って1980年に村を
離れ, 小学校の教師になり, 後に中部ジャワ州ジュパラ出身の男性 (国軍
勤務) と結婚し, ジャカルタに住んでいる｡ 長男 (32歳) はジャカルタに
働きに出て, そこで知り合った女性と結婚し, 今は警備員をしている｡ 三
男は高校卒業後, 1993年に村を離れ, 西ジャワ州ブカシ (ジャカルタ首都










に, 政府が援助金を与えて移住させる ｢一般トランスミグラシ (trans-
migrasi umum)｣ を積極的に推進し, 数多くのジャワ島の住民が外島部に
移住した｡ 80年代後半 (第四次五ヵ年計画) においても ｢一般トランスミ




[Hugo 1997 : 8283]｡ 移住先としては, スマトラ島 (ランプン州, 南スマ







い｡ 表３では, ジャワ島以外に住む者の数が22人になっているが, その半
数はトランスミグラシに従ってジャンビ州か東南スラウェシ州に移住した
住民である｡ トランスミグラシでも連鎖移住のパターンが認められる｡ 一
例を挙げれば, 1996年にスカルディ (仮名) が親族を頼って ｢自発的トラ
ンスミグラシ｣ としてジャンビに移住した｡ 移住先にはすでに1980年代に
｢一般トランスミグラシ｣ に従った父方のイトコ３人 (そのうちの一人は




外に働きに行く移住労働者 (Migrant Worker) の増加である｡ 労働省によ
る政策として海外へ送り出された ｢インドネシア人移住労働者｣ (インド
ネシア語で TKI＝Tenaga Kerja Indonesia) と, 違法な出国による出稼ぎ労
働者に分けることができる｡ 前者は第五次五ヵ年計画 (1989～94) から顕




画では, 出稼ぎ先として, 男性ではマレーシアが第一位で, 次がサウジア
ラビアであり, 女性ではサウジアラビアが第一位で, 二位がマレーシアで
ある [Hugo 1995 : 280]｡ 非合法な出稼ぎについては, 同様にマレーシア
でもっとも多くのインドネシア人が働いているといわれる｡ もちろん統計
資料はないが, 推定では1995年に95万人のインドネシア人労働者がマレー
シアで働いている [Hugo 1997 : 75]｡ 一時的な落ち込みはあったものの,
その数は増加し, 2009年の送出者の合計は632,172人に達している｡ サウ
ジアラビアに出る労働者がもっとも多く276,633人 (男性24,909人, 女性









が韓国の工場で働いた経験をもっている｡ ｢貧困村｣ に指定され, 一見し
たところ世界の動きから取り残されているかのように見える村にも, グロー
バリゼーションの波が確実に届いている証拠である｡
























働きに出ている ｢グローバルな家族｣ が村に存在している｡ 父親は宗務局
(Kantor Urusan Agama) に勤める公務員であり, 同時に隣組長 (Ketua










６ お わ り に
プルウォサリ村は一見したところ, ｢伝統的｣ な社会が維持されている｡
1950年代のジャワ農村を調査したジェイの報告と同様に [ Jay 1969 : 290


























40％が村外に出て行くからこそ, 村に残った村民が, 限られた資源 (土地












受けた｡ バントゥル県における調査は, 倉沢愛子氏および内藤耕氏 (東海大
学文学部) と筆者との共同研究という形で実施された｡ ここで使われている
調査データは上記した共同研究の成果の一部であるが, 本稿の文責はもちろ
ん筆者にある｡ また, インドネシアでの調査はインドネシア科学院 (LIPI)
とガジャマダ大学 (UGM) の協力によって実現した｡ 以上, 関係する諸機
関および諸氏に, この場を借りて感謝の言葉を述べたい｡
2) バントゥル県の農村の構造と変動については, 高橋明善・黒柳晴夫・柄沢
行雄による詳細な調査報告がある [古屋野正伍編1987 : 317402]｡
3) 調査では, 各地区から一つの隣組 (RT) を選んで, それぞれについて全
戸調査を実施した｡ 調査戸数は1999年の時点で合計81戸であった｡
4) ジャワ農村の家族計画については, 倉沢愛子 [1998] 参照｡
5) プルウォサリ村の教育水準については拙稿 [2003] ですでに発表している｡





7) ここで集落とは, 地理的に住居が密集した集落を指している｡ この村では
行政単位である地区 (dusun) のなかに複数の集落が含まれている｡ ジェイ
[ Jay 1969 : 290] が ｢村落共同体｣ (a village community) と呼ぶ, 明確に区
切られた社会単位である｡
8) 古屋野正伍編 [1987 : 391] の表のデータを筆者が再集計している｡
9) トランスミグラシ政策と海外移住労働者については ｢５ 国家的政策と住
民の移動｣ で詳細に取り上げる｡
10) ヒューゴ [Hugo 1997 : 92] はインドネシアの移住における社会的ネット
ワーク (親族と知己) の重要性を指摘している｡
11) この家族については, 内藤 [2013] が詳細な報告をしている｡
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Family and Mobility in a Rural Javanese Village
KOIKE Makoto
This paper aims to explore how families have survived in a rural Javanese
village subject to drastic social change since the 1980s, focusing on the mobil-
ity (both domestic and global) of villagers. The research was conducted in the
village of Purwosari (pseudonym) in the Bantul Regency of Yogyakarta,
Indonesia in 1998 and 1999.
In Javanese rural social life, the village, in which kin-derived relations pre-
vail, is the unit of conformity for local customs. The household is the basic so-
cial unit in the community, and 79％ of the current research sample
conformed to the ideal composition of one nuclear family per household.
When we focus on mobility, the village no longer appears as a closed com-
munity. The research shows that approximately 40％ of the children born in
the village moved away. Some went to urban areas to look for jobs, some
moved to other islands under the transmigration program introduced by the
Indonesian government. Since the 1980s, even global mobility has been found
among the villagers, some of whom went to Saudi Arabia, Malaysia or Korea
to work as migrant workers. This outward mobility makes it possible to sus-
tain households which don’t own enough agricultural land to support their
members.
In conclusion, it would seem that the seeming stability of the village under
study was closely linked to the dynamic mobility observed among its mem-
bers.
